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【はじめに】 

 子どもの遊びの中には、大人にとって止めたくな

るような、理解し難い行為が度々見られる。本事例

の玩具を水に流すこともその一つである。令和 6 年

度 4月から S は幼稚部から 1 年生へと進級し、学園

での生活環境も変化した。ウルトラマンが大好きな

S は、毎日家からお気に入りのフィギアを持ってく

る。どのような活動をしていても、ウルトラマンを

片時も手離さない。S が安心して過ごせるように、

教室にはたくさんのウルトラマンフィギアや怪獣が

並べられており、4 月はほとんどそのスペースから

動かずに遊んでいた。そんな S が、庭にある水道の

排水溝を見つけ、お気に入りのフィギアを流したと

ころから始まった流すという遊びを、S がどのよう

に体験していたのか考察を加えていきたい。 

【方法】 

 愛育学園（特別支援学校）の日々の保育の中で、

S がフィギアで遊ぶ場面を事例として取り上げ考察

を加える。筆者は令和 6 年度から非常勤講師として

週１.２回保育に入っており、Sとも深く関わるよう

になった。 

【倫理的配慮】 

 本研究については、学校長の承諾を得た後、対象

児の保護者に対して研究の目的や内容、個人情報の

取り扱いについて書面と口頭で説明し、同意をいた

だいた。 

【事例と考察】 

事例１ フィギアを水に流す 令和 6年 5月 

S は片方にウルトラマンオーブ、もう片方に仮面ラ

イダーのフィギアを持っていた。表庭にある水道の

排水溝を見つけ、ウルトラマンを投げ入れた。少し

声色を高くして「行ってくる！」と言うと、ウルト

ラマンを排水管の方へ流した。筆者が「あー！どこ

行っちゃったの！」と言うと、Sはケタケタ笑った。

再び「行ってくる！」と言って仮面ライダーを流そ

うとしたので、筆者は排水溝に蓋をした。「オーブは

海に行っちゃいました」と伝えたが、その後 S は何

度も「オーブ、どこ行っちゃったのー」と声を張り

上げていた。 

考察１ 

自分の分身のようにして片時も離さなかったフィギ

アを Sが手放した印象的な場面である。筆者は、そ

れほど大切にしているフィギアを流してしまっては

戻ってこなくなってしまうことを懸念し、二度目に

流そうとしたときに排水溝に蓋をして Sを止めた。

しかし、流す前の張り切っている姿や、流した後で

も笑っている様子から、Sにとって「流すこと」と

「失うこと」は一致していないのではないかと考え

るようになった。フィギアが流れていなくなってし

まったことを伝えてもひたすら探し続ける Sは、

「流すこと」を別の視点から捉えていると推察す

る。 

 

事例２ フィギアを取り戻す 令和６年 6月 

この日の S は、裏庭の側溝の穴を見つけると、そこ

にウルトラマンを落としケタケタと笑っていた。手

の入らないほど細い穴の向こうは真っ暗で何も見え

ない。S がもう一つのウルトラマンを手に持ち、声

色を変えて「今、助けるね！」と言ったため、筆者

は棒やひもを使って釣り上げる作戦を提案した。S

は声をあげて笑いながらウルトラマンの手に棒を持

たせ、見えない穴の先にひもを垂らし、落ちたウル

トラマンを救おうとした。しかしウルトラマンを救

うことはできなかったため、別の保育者に相談した

ところ、側溝を開けてくれることになった。重い側

溝を開けると、そこにはしっかりウルトラマンがい

て、無事に Sの手元に戻ってきた。筆者は「Sくん、

よかったね！ウルトラマンいたね」と声をかけたが、

S は何も言わず、落としたウルトラマンを握りしめ

ていた。 

 

 



考察２ 

 事例１でフィギアを一つ失くしたにもかかわら

ず、一切躊躇せずに再び先の見えない穴に落とす S

の様子が印象的な場面である。「今、助けるね！」

という言葉に、筆者は事例１のことを思い出し、も

う一つのフィギアの動きを変えてみようと考え、釣

り上げる作戦を提案した。声をあげて笑っている様

子から、Sがフィギアを救うことを楽しんでいるの

がわかる。側溝にひもを垂らす Sの心の奥に、真っ

暗で細い穴に入るワクワク感や、その先に広がる見

えない世界に入り込む楽しみがあることを発見でき

る。側溝を開けることにしたのは、フィギアを釣り

上げられる気配が全くせず、開けて取り戻した方が

早いと筆者が判断したからである。喜ぶ Sを想像し

て声をかけたのだが、Sの表情は明らかに釣り上げ

ている時の方が晴れやかだった。このことから、S

はフィギアを取り戻したという結果よりも、そこに

至る過程を楽しんでいることがわかる。筆者は、落

としてしまったフィギアを取り戻すことが Sにとっ

ての達成だと思い、側溝を開けた。一般的には「落

とすこと」は「失うこと」であり、子どもにとって

消極的な体験とみなされることもある。それに対

し、「落とすこと」を戻ってくるために必要なこと

として捉え、戻ってくることの手応えを自ら得よう

とする遊びであるという見方をすると、そこに Sの

自己実現が存在していることがわかる。本事例にお

いて、側溝を開けてフィギアを取り戻した筆者の行

為は、「落とすこと」と「戻ってくること」の過程

に意味を見出すという Sの自己実現の体験を奪って

しまったと考える。 

 

事例３ フィギアを探す 令和 6年 10月 

S は家からウルトラマンタイガを持ってきていた。

タイガの合体に必要な一つがウルトラマンオーブで

あったことから、過去に流してしまったことを思い

出し、「探さなきゃ！」と言って表庭の水道に向かっ

た。S はタイガを排水溝の中にぽちゃんと投げ入れ
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た。排水管の入り口にタイガを突っ込み、シャワー

の水を当てて流そうとした。筆者が「オーブ、いた？」

と声をかけると、S がニコニコしながら声色を変え

て「いないよ〜」と答えた。別の保育者が「Sくん、

タイガ流したらいなくなっちゃうよ」と止めようと

したが、「やめて！いいの！」と水を当て続けた。し

かし、結局この日もオーブが見つかることはなかっ

た。 

考察３ 

事例２で Sの自己実現の形を発見した筆者は、一

度目に流れてしまったフィギアと、再び流そうとし

たフィギアが見えない世界で繰り広げるやり取りを

想像し楽しんでいる Sの側に立って遊びを共にする

ことにした。肌身離さず大切に持っていたフィギア

を、流すという形で手放すことは、固執しているも

のを手放し、「失うことにより、本来の自分を発

見」iする体験となっているのではないだろうか。

長い間分身のように片時も離さず持っていたフィギ

アを手放すことは、自分の一部がなくなるような体

験でもあり、そう容易に受け入れられることではな

い。Sは、流したフィギアを取り戻す過程に、フィ

ギアから離れる葛藤を投影していたと推察する。自

ら流したフィギアを必死で取り戻そうとしている S

の行為は、フィギアと一体化した関係から脱却した

い気持ちと、一人の人間として独立する恐怖や心配

とで揺れ動いていることの表現であると考えられ

る。そのように捉えると、見つからないまま終わっ

た体験は Sにとって、フィギアと離れ、それぞれ独

立した関係性へと発展する体験になったといえる。 

【おわりに】 

 本研究では、玩具を水に流すという子どもの遊び

に目をとめ、自ら手放したものを取り戻す過程の中

に、人間として独立する葛藤を投影していることを

示した。Sの遊びは現在も続いているため、今後も

その意味を問い直していきたい。そして、保育者が

つい止めたり、結果を急いだりしたくなる時こそ一

旦立ち止まり、子どもと共に過程の中に意味を見出

す日々をこれからも重ねていきたい。 

                                                        


